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平成３０年第４回長与町議会定例会 

議事日程（第５号） 

平成３０年１２月 １４日（金） 

午 前 ９時３０分 開 議  

日程 議案番号 件        名 備 考 

１ ６５ 附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例 ※総文 

２ ６６ 
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例 
※総文 

３ ６７ 
長与町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正

する条例 
※総文 

４ ６８ 長与町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ※総文 

５ ６９ 字の区域の変更について ※総文 

６ ７０ 平成３０年度長与町一般会計補正予算（第４号） ※総文 

７ ７１ 平成３０年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ※産厚 

８ ７２ 平成３０年度長与町下水道事業会計補正予算(第１号) ※産厚 

９ ― 長与町議会５０周年記念事業特別委員会報告について  

１０ ― 委員会の閉会中の継続調査申し出  

※ 付託された委員会 

 



○議長（内村博法議員） 

皆さん、おはようございます。ただいまから本日の会議を行います。 

まず日程第１、議案第６５号附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例。日

程第２、議案第６６号特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例。日程第３、議案第６７号長与町議会議員の議員報酬及び費用弁償

等に関する条例の一部を改正する条例。日程第４、議案第６８号長与町職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例。日程第５、議案第６９号字の区域の変更について。日

程第６、議案第７０号平成３０年度長与町一般会計補正予算（第４号）を一括議題とい

たします。 

ただいま一括議題としてます議案について、委員長の報告を求めます。 

総務文教常任委員長。 

○１０番（岩永政則議員） 

皆さんおはようございます。それでは審査の結果につきまして御報告を申し上げます。 

議案第６５号附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例、これにつきまして

は、１２月の１０日委員全員出席の下、説明員として山本総務部長以下、職員の出席を

求めて審査をいたしました。議案の内容をといたしましては、介護保険に係る地域包括

ケアシステムの構築に向け、日常生活上の支援が必要な高齢者が住み慣れた地域で生き

がいを持って在宅生活が続けられるよう地域における生活支援、介護予防の基盤整備に

向けた取組や地域における支え合いの体制づくりを推進するために、支えあい「なが

よ」推進協議体を附属機関として新たに追加するものである。委員の構成は２０人以内、

任期は２年と、このような説明でございます。それに対する質疑といたしましては、地

域という言葉が出てくるが、どのような地域の割り振りを想定しているのか。これに対

して国の想定では１層から３層までとしている。１層は町設置の協議体、２層はコミュ

ニティ単位、３層は自治体単位と想定しているとのことでございます。また次に質疑に

しましては、避難行動要支援者制度などと連携をとり一体化しないと強化されないので

はないかという質問に対して、地域の見守りは福祉課など各所管で分かれているが、第

４条第６項の町職員という規則の中で横の連携を取っていく。以上のような答弁がござ

いました。慎重に審査をした結果、全会一致で原案どおり可決すべきものと決しました。 

次に議案第６６号特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例、これにつきましては、同じく１２月１０日委員全員出席の下、説明

員として山本総務部長以下、職員の出席を求め審査をいたしました。提案の理由につき

ましては、別表の町長の部に支えあい「ながよ」推進協議体の報酬額を新たに加えるも

の。以上説明がございました。主な質疑として、議案第６５号、議案第６６号について

は、一括議題として説明を受け質疑を行いました。そのため主な質疑については、議案

第６５号と同じである。主な質疑は以上のとおりでございました。慎重に審査した結果、

全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。 



次に６７号長与町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する

条例につきましては、１２月１０日委員全員出席の下、説明員として鈴木副町長、山本

総務部長、荒木総務課長、その他関係職員の出席を求めて審査をいたしました。内容に

つきましては、国及び近隣自治体の状況を踏まえ、町議会議員における期末手当を特別

職の国家公務員と同率に引き上げるため改正するものである。第１条は１２月の期末手

当に係る支給割合を０．２月分引き上げ、総支給割合を３.３５、現在３.１５ですね、

とするもの。第２条は６月及び１２月の期末手当に係る支給割合をそれぞれ１００分の

１６７.５に改めるという説明でございました。これに対しまして質疑としましては、

今回の提案は報酬等審議会で意見を求めることができなかったのかという質問に対しま

して、報酬等審議会に掛ければより丁寧な対応ができたと思うが、今回は人事院勧告に

準じたもので、要は審議会には掛けていないということでございました。それから、こ

れまで議員と三役、町長、副町長、教育長は一緒に上程されてきた。今回、一緒に議案

を提出する考えは無かったのかとの質問に対しまして、町長の判断によって提案しなか

ったという答弁がございました。次に議案書の中に置かれた状況とは何かということで

質問がございましたが、将来の財政面を考慮した部分もあるというような質疑がござい

ました。今回の議案審議に当たっては自由討議を行い、論点、争点の整理を行ってまい

りました。慎重に審査した結果、全会一致で原案を否決すべきものと決しました。 

次に議案第６８号長与町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につきまして

は、１２月１０日委員全員出席の下、説明員として山本総務部長以下、職員の出席を求

め審査をいたしました。主な内容といたしましては、平成３０年８月１０日の人事院勧

告は、民間給与との較差を埋めるため初任給を１,５００円引き上げ、若年層について

も１,０００円程度、その他はそれぞれ４００円の改定を基本とする俸給表の水準を平

均０.２％引き上げる勧告がなされている。具体的には宿日直手当の金額を４,４００円

に改めること。勤勉手当の支給割合を０.０６月引き上げること。一般職の場合、期末、

勤勉手当の総支給割合は４.４５月となる。また、６月及び１２月の配分を改めた。以

上の説明がございました。主な質疑としましては、宿直、日直の運用がなければ、条例

から削除すべきではないかと。要するに無いんだから削除すべきじゃないかということ

でございます。答弁としましては、シルバー人材センターに委託しているため運用はな

されていないが、今後、国の考え方が変わる場合も考慮し残しておく。主な質疑は以上

のとおりでございます。慎重に審査した結果、全会一致で原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

次に議案第６９号字の区域の変更につきましても、１２月１０日委員全員出席の下、

説明員として山本総務部長以下、関係各課長の出席の下、審査をいたしました。主な内

容といたしましては、現在吉無田郷の一部で施行されている池山土地区画整理事業は、

吉無田郷の字山下、字的場、字江下、字珍シ川の合計４つの字にわたり、広さ３.４ヘ

クタールの規模で実施されている。内容としては、区画整理地内の字的場、字江下、字



珍シ川を字山下に編入するもの。以上の説明がございました。主な質疑といたしまして

は、変更調書に介在する道とあるが、水路、公有地などは無かったのかという質問に対

しまして、今回水路は無かったため道とした。以上のような質疑がございました。慎重

に審査した結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

次に議案第７０号平成３０年度長与町一般会計補正予算（第４号）につきましては、

１２月１１日委員全員出席の下、説明員として山本総務部長以下、各部課長の出席の下、

審査をいたしました。提案理由の主なものとしましては、今回の補正は、歳入歳出それ

ぞれ７億９,９８５万２,０００円を追加して、補正後の総額を１３２億５,１５９万６,

０００円とするものである。歳入の主なものとしましては、１３款国庫支出金では８,

５１５万７,０００円を計上。２項国庫補助金では冷暖房対応臨時特例交付金等６,１９

５万９,０００円を計上。１４款県支出金の県負担金では交付額の確定による国民健康

保険基盤安定負担金増額のため、障害者自立支援給付金費負担金、保育所運営費負担金

の過年度精算分等合わせて１,６０３万８,０００円を計上。１６款寄附金では、ふるさ

と長与応援寄附金の増額見込分１億２,０００万円を計上。１８款繰越金は今回の補正

予算の財源調整として８,２３８万３,０００円を計上。２０款町債では小中学校のエア

コン設置に係る事業債４億９,８３０万円を計上。歳出の主なものは、各科目の職員人

件費については、配置転換及び人事院勧告による給与措置などの補正分を計上。２款総

務費では、ふるさと長与応援寄附金の増額見込みに伴う返礼品等の経費、長崎県議会議

員及び長与町議会議員一般選挙にかかる経費１億４９７万８,０００円を計上。３款民

生費では自立支援費、国民健康保険特別会計繰出金の増額等２,０９４万３,０００円を

計上。８款土木費では国道２０７号線に係る県事業負担金６５９万円を計上。１０款教

育費では小中学校のエアコン設置に係る工事費６億６,９２６万２,０００円を計上。 

以上の説明がございました。 

その中で、各部の主な質疑を申し上げますと、総務部では、選挙用ポスター掲示板設

置については、団地などの開発で掲示板の設置数が増えるのかに対する答弁として、設

置に係る規則があり、本町の面積では現行の６８か所になっているという答弁でござい

ました。それから町制施行５０周年記念事業補助金、町民提案事業の５件の内容は何か

という質疑に対しまして、３０年度長与バスケットボールまつり、スプリングコンサー

トの２件、３１年度コミュニティフェスタｉｎ高田、長与プラーム混声合唱団の演奏会、

西高田敬老会の歌謡ショーの３件となっているとの答弁でございます。建設産業部では、

ふるさと納税の返礼率は３割以下になっているのか。また、フィッンシングサイトへの

対策状況はどうかという質問に対しまして、現在、返礼率は全て３割以下になっている。

フィッシングサイト対策については、ポータルサイトよりアクセスしていただくようホ

ームページトップにて周知をしているという答弁がございました。生活福祉部では、老

人福祉センターの安全対策に必要な修繕内容は何か。これに対しまして１階、２階のト

イレ土間排水トラップ修繕、２階のトイレ換気扇の交換、入口用壁のタイルの剥がれが



ある。その補修ですね、１階トイレのタイル補修の４件となっている。との答弁がござ

いました。最後に教育委員会でございますが、エアコンについては、電気式ＥＨＰ方式

とガス式ＧＨＰ方式とのコスト比較はどのように行ったのかという質問に対しまして、

コスト試算は全校一括で試算した場合、ガス式のコストが高く維持管理を考えれば電気

式の方がメンテナンス経費が少なくて済むことから、電気式としたと。以上のような質

疑が行われました。慎重に審査した結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決

しました。以上、報告終わります。 

○議長（内村博法議員） 

これから委員長報告に対する質疑を行います。 

まず議案第６５号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に議案第６６号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に議案第６７号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に議案第６８号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に議案第６９号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に議案第７０号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから議案第６５号の討論を行います。 

まず反対討論はありませんか。 

次に賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第１、議案第６５号附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例

を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって本案は原案のとおり可決されました。 

これから議案第６６号の討論を行います。 

まず反対討論はありませんか。 

次に賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第２、議案第６６号特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に



関する条例の一部を改正する条例を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって本案は原案のとおり可決されました。 

次に、これから議案第６７号の討論を行います。 

まず賛成討論はありませんか。 

次に反対討論はありませんか。 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

議案第６７号長与町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す

る条例に反対の立場から討論を行います。本議案は、長与町議会議員の期末手当を増額

する提案であります。この間、住民の負担増、住民福祉施策の削減が実施されてきまし

た。また、今後の財政運営も先行きが厳しい状況が考えられます。議員報酬は低ければ

低いほど良いとは思いません。しかし、今の町が置かれた状況、住民の状況を鑑みると

議員の期末手当増額は受け入れることができません。今行うべきは、議員の期末手当増

額ではなく、その分は住民福祉や学校教育、社会教育に充当すべきであると考えます。

以上の考え方から本議案に反対をいたします。 

○議長（内村博法議員） 

次に賛成討論はありません。 

次に反対討論はありませんか。 

討論なしと認めます。 

これから日程第３、議案第６７号長与町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する

条例の一部を改正する条例を採決いたします。 

この採決は起立によって行います。 

本案に対する委員長の報告は否決です。 

本案に賛成の方は起立願います。 

起立ゼロ、したがって本案は否決されました。 

これから議案第６８号の討論を行います。 

まず反対討論はありませんか。 

次に賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第４、議案第６８号長与町職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 



（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって本案は原案のとおり可決されました。 

次に、これから議案第６９号の討論を行います。 

まず反対討論はありませんか。 

次に賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第５、議案第６９号字の区域の変更についてを採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって本案は原案のとおり可決されました。 

次にこれから議案第７０号の討論を行います。 

まず反対討論はありませんか。 

次に賛成討論はありませんか。 

堤議員。 

○１３番（堤理志議員） 

議案第７０号平成３０年度長与町一般会計補正予算（第４号）について、賛成の立場

から討論を行います。本補正予算は、小中学校の空調設備設置に向けた設計監理、概算

工事費が計上されました。住民の声が議会を動かし、議会が行政を動かした結果であり

評価できるものであります。しかし、補正予算の内容は、その全てに諸手を挙げて賛同

できるというものではございません。認可外保育の県の補助、ほのぼの育成事業が打ち

切られましたけれども、子育て世帯への影響が出ないのか懸念が残ります。子育て支援

センター、一時預かり事業の統廃合も利用者に影響が出ないのか懸念がされます。こう

した点について、今後十分なフォロー、配慮が必要であります。また、議案第６７号の

議員の期末手当を増額する議案、先程本会議でも否決となりましたけれども、本補正予

算にはその増額分が盛り込まれております。この増額部分を削除する修正ができると議

案の整合性がとれると考えまして、委員会の休憩中に様々協議を行いました。残念なが

ら意見の一致が得られず、全会一致での修正は叶いませんでした。本補正予算を原案ど

おり可決をしても、議員の期末手当増額部分は事実上執行ができないため実質的には影

響はありません。したがって、本補正予算を原案どおり可決することが次善の策となる

ことから本補正予算に賛成をいたします。 

○議長（内村博法議員） 

次に反対討論はありませんか。 

次に賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第６、議案第７０号平成３０年度長与町一般会計補正予算（第４号）を



採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって本案は原案のとおり可決されました。 

次に日程第７、議案第７１号平成３０年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第

２号）。日程第８、議案第７２号平成３０年度長与町下水道事業会計補正予算（第１

号）を一括議題といたします。 

ただいま一括議題としてます議案について、委員長の報告を求めます。 

産業厚生常任委員長。 

○９番（西岡克之議員） 

それでは、産業厚生委員会に付託された議案等の審査結果について御報告いたします。 

議案第７１号平成３０年度長与町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）の件で御

報告いたします。３０年１２月１０日に委員全員出席の下、説明員として中山健康保険

部長、志田健康保険課長、その他関係職員の出席を求め審査をいたしました。提案理由

の概要といたしまして、今回の補正は歳入歳出それぞれ１,２５７万３,０００円を増額

し、補正後の総額を４０億３,６７２万４,０００円とするもので、歳入では、保険財政

基盤安定繰入金及び財政安定化支援事業繰入金の額の確定による計上、歳出では予備費

において同額を計上し、収支の調整を行うものでありました。主な質疑といたしまして、

その他の繰入金は、法定外繰入金ではないのかという質疑に対し、その他の繰入金は財

政安定化対策事業分で法定外繰入ではないという答弁をいただきました。主な質疑は以

上のとおりでございます。慎重に審査した結果、全会一致で原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

続きまして、議案第７２号平成３０年度長与町下水道事業会計補正予算（第１号）の

件を御報告いたします。同じく審査日は３０年１２月１０日で、委員全員出席の下、説

明員として濱水道局長、山崎下水道課長、その他関係職員の出席を求め審査を行いまし

た。主な提案理由といたしまして、今回の補正は人事異動によるもの及び人事院勧告に

伴う職員給与等の増額によるもので、収益的支出の１款１項営業費及び議会の議決を経

なければ流用することのできない経費の金額をそれぞれ４１０万９,０００円増額し、

補正後の下水道事業費用を９億９,９６３万８,０００円とするものであるということで

ございました。主な質疑といたしまして、増員の１名はどのような職員かという質疑に

対し、正規職員を配置していただいているという答弁がございました。主な質疑は以上

のとおりでございます。慎重に審査した結果、全会一致で原案のとおり可決すべきもの

と決しました。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

これから委員長報告に対する質疑を行います。 



まず議案第７１号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

次に議案第７２号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから議案第７１号の討論を行います。 

まず反対討論はありませんか。 

次に賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第７、議案第７１号平成３０年度長与町国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって本案は原案のとおり可決されました。 

次にこれから議案第７２号の討論を行います。 

まず反対討論はありませんか。 

次に賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第８、議案第７２号平成３０年度長与町下水道事業会計補正予算（第１

号）を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって本案は原案のとおり可決されました。 

次に日程第９、長与町議会５０周年記念事業特別委員会報告についてを議題といたし

ます。本件について、委員長の報告を求めます。 

長与町議会５０周年記念事業特別委員長。 

○７番（金子恵議員） 

では、長与町議会５０周年記念事業特別委員会に関し報告をいたします。長与町議会

５０周年記念事業については、平成３０年４月１８日の全員協議会において事業提案を

募集することといたしましたが、不調に終わりました。しかし、その後５月１４日に議

長諮問により議会運営委員会で検討することとなりました。議会運営委員会では、７回

にわたり事業の内容について協議を行い、８月２７日の委員会で特別委員会設置により

事業を進める方針を確認し、９月４日の全員協議会において承認され、９月７日の本会

議において、長与町議会５０周年記念事業特別委員会設置決議案を上程し、全会一致で

可決されました。この委員会の調査目的は、長与町議会５０周年記念事業の実施検討、



委員定数を議長を除く１５人とし、期間は本事業が終了するまでとし、閉会中もなお継

続して行うことができるとしました。第１回目の委員会は、平成３０年１０月１日に開

催いたしました。この会では、まずゼロベースでの事業提案を求めましたが、議会運営

委員会が提案したもの以外の新たな提案はなされませんでした。 

第２回は１０月１１日開催です。この回も前回同様、特別委員会としてどのように進

めるべきかの議論に集中し、前向きに検討していくことからはほど遠い議論となりまし

た。一定の方向性が出せず、記念事業を記念誌の発行、記念行事の開催の２つに分け、

各委員会からの意見として調査票を提出してもらい、その結果を基に協議を進めていく

こととしました。次に第３回特別委員会は１０月１９日に開催しました。各委員に提出

してもらった記念事業に関する調査の結果を示し、これを基に意見を出してもらいまし

た。結果に関しては報告書の最後に添付していますので、御参照ください。第４回特別

委員会は１０月２６日開催しましたが、最終の報告書を確認後、この委員会の終了とい

たしました。第１回から３回までに出された意見の内容は、同じく報告書に記載してお

りますので御参照いただきたいと思います。 

終わりに実施検討を目的に本委員会は設置されましたが、特別委員会の性質上、ゼロ

ベースでの協議を行うことといたしました。４回にわたる委員会開催の中で、設置以前

に協議すべきだった意見が多く出されるという結果になりました。事業内容に関しては、

記念事業に関する調査票の結果を基に考えると、記念誌の発行は実施検討してもよいと

する委員が多く、記念事業の開催に関しても実施するとした委員が多数でした。以上、

当初の委員会の目的からは多少乖離しているように思えますが、各委員の意見の場にな

り得たことは良しとすべきであると考えております。この報告書において特別委員会は

終了いたしますが、議長判断の上、今後の記念事業の展開に期待するものであります。 

以上、特別委員会の調査終了の報告といたします。長与町議会５０周年記念事業特別

委員会、委員長金子恵。 

○議長（内村博法議員） 

これで委員長の報告を終わります。 

ただいまの報告のとおり、これをもちまして本特別委員会の調査を終了いたします。 

次に日程第１０、議員派遣の件を議題といたします。 

お諮りします。 

会議規則第１２９条の規定によりお手元に配付のとおり議員を派遣したいと思います。 

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがってお手元に配付のとおり議員を派遣することに決定いたしました。 

次に日程第１１、委員会の閉会中の継続調査申し出を議題といたします。 

議会広報広聴常任委員長、議会運営委員長から目下、委員会において調査中の事件に



ついて、会議規則第７５条の規定によって、お手元に配りました申し出書のとおり閉会

中の継続調査の申し出があります。 

お諮りします。 

各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議はありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがって各委員長から申し出のとおり閉会中の継続調査とす

ることに決定いたしました。 

以上で、今期定例会に付議されました議案の審議は全部終了いたしました。 

議決された案件につきましての字句、数字、その他軽微な整理についてお諮りします。 

会議規則第４５条の規定により、整理を要するものがあった場合、その整理を議長に

委任されたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。したがってこれら整理を要するものにつきましては、議長に委

任することを決定いたしました。 

閉会にあたり、町長から発言の申し出がありますので許可いたします。 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

それでは第４回長与町議会定例会の閉会にあたり、一言御挨拶を申し上げたいと思っ

ております。去る４日に開会しました本定例会は１１日間の会期を経て、本日閉会とな

りました。各提案につきましては、慎重に御審議を賜りましたことに心から御礼を申し

上げる次第でございます。また今回は１１名の議員の皆様から御質問いただき、御指摘、

御指導、御提案を賜りました。皆様からの御意見につきましては、真摯に取り組んでま

いりたいと思っております。今後とも長与町が幸福度日本一の町となることを目標に職

員共々全力で取り組んでまいりますので、皆様方のさらなる御協力をお願いしたいとい

うふうに思っております。さて、今年１年を振り返りますと、御審議いただきました議

案が７２件、また延べ４５名の議員の皆様から９１件という多くの御質問をいただきま

した。答弁申し上げました点につきましては、誠心誠意実現へ向けて努力をしてまいり

たいと考えておりますので、今後とも御指導いただきますようお願い申し上げます。今

年も残り少なくなってまいりましたけども、長崎北陽台高校ラグビー部が花園出場とい

う嬉しいニュースも飛び込んでまいりました。これからを担う若い力を応援していきた

いと考えております。議会初日とは打って変わり寒さが一段と厳しさを増してまいりま

した。風邪など引きやすい季節となりましたが、議員各位におかれましては、くれぐれ

も健康に御留意され益々の御活躍をいただきますことをお願い申し上げる次第でござい

ます。今年１年大変お世話になりました。心から感謝を申し上げ、来る年が議員各位に

とりまして、素晴らしい年でありますことを心から御祈念申し上げ、お礼の言葉に代え



させていただきます。本当にありがとうございました。 

○議長（内村博法議員） 

以上で、本日の日程は全部終了いたしました。会議を閉じます。 

これで平成３０年第４回長与町議会定例会を閉会いたします。 

お疲れさまでした。 

（閉会 １０時１０分） 


